
Ｍｙ Ａｎｔｏｎｉａ 再考

一性意識と偶像化のﾊﾟﾗﾄﾞｯｸｽ－

角田俊治

Ａ Ｓｔｕｄｙ ｏｎ Ｗｉｌｌａ Ｃａｔｈｅｒ'ｓ Ｍｙ Ａｎｔｏｎｉａ

－ Ａ Ｐａｒａｄｏｘｉｃａｌ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ ｗｉｔｈｏｕｔ Ｓｅｘｕａｌｉｔｙ－

Ｓｈｕｎｊｉ Ｔｓｕｎｏｄａ

AbstractWillaCather'ｓＭｙＡ"to、αwritteninl918hadbeenregardedasthenoveldepictingthelifeofa
womａｎｗｈｏｌｉｖｅｄｉｎｔｈｅＷｅｓｔｅｒｎｆｒｏｎｔｉｅｒ，ｅｕｌｏｇｉｚｉｎｇｔｈｅａｇｒａｒｉａｎｗａｙｏｆｌｉｆｅinthepastpioneeringdays
lndeed，ｔｈｅｂｏｏｋｉｓｆｕｌｌｏｆｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎａｂｏｕｔｈｕｍａｎｅｆｆｏｒｔｓａｇａｉｎｓｔｌａｎｄａｎｄｔａｍingofitintofertilefarm，
and，ａｌｓｏ，itdepictstheland-relatedimageandthefecundityoftheheroine，AntoniaShimerda，whois

metaphoricallyexpressedas“arichmineoflife.''Thoughthismannerofreadingisneverwronginitself，
ｉｔｂｅｃａｌｎｅｃｌｅａｒｉｎｔｈｅｌａｔｅ７０ｓｔｈａｔsexuality，lurkinginthemindofthenarratoｒＪｉｍＢｕｒｄｅｎｏｒｉｎｔｈｅ

ｌｅｓｂｉａｎｏｒａｎｄｒogynousdispositionontheauthor'ｓside，constitutesthedominantfactorinhisdepicting
Antonia'ｓstory、Further，manycriticshavediscussedsmceitｓｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍａｓｔｏｗｈｉｃhofthe

twocharactersisthetrueprotagonistofthenoveLInthispaper,ｏｎthepremisethatMyA"to7zjaisthe
storyofJimBurdenhiｍｓｅｌｆａｎｄｏｆｈｉｓｃｏｎｆｅｓｓｉｏｎａｂｏｕｔｗｈａｔＡｎｔｏｎｉａｍｅａｎｔｔｏｈｉｍ，wewilldiscusshow

JimBurden，spsychosexualconflictsaffectstｈｅｐｒｏｇｒｅｓｓｏｆｔｈｅｓｔｏｒｙａｎｄｈｉｓｄｅｓｃriptionoftheherome，
andseehowAntonia,sfecundity，ｔｏｗｈｉｃｈｈｅｏｕｇｈｔｔｏｈａｖｅｈａｄｎophysicalrelation，hasthedecisive
relevanceinprovidingJimBurdenwithhissalvationandhisverybrightfuture．

ＫｅｙＷｏ７ｄｓ：sexuality，idealization，relationship，Antonia，ＪｉｍＢｕｒｄｅｎ

1918年出版のWillaCatherの代表作Ｍノ

A7ztolzjαに対する批評家たちの解釈は，1970年代

から大いに変化した．それまでこの作品は西部の

大地に生きた女`性AntoniaShimerdaの人生を礼

賛したもの，古き良き開拓時代のNebraskaを舞

台とし，開拓者の女`性の半生を描いた牧歌的，あ

るいは叙事詩的読み物とする見方が主流であった．

ところがこのＭｊﾉＡ"to7zjaを，語り手であるJim

Burdenのsexualityと関連づけ，さらには女流

作家WillaCather自身の私生活から両`性具有者

的傾向あるいはレスビアニズム指向を嗅ぎ取って，

これを極めてpsychosexualな本であるとする見

方が登場したのである．例えば,BlancheGallant

は，“TheForgottenReaping-Hook：ＳｅｘｉｎＭｙ

Ａ"to7zZα'，という画期的な論文の中で，JimBur-

denを"self-deludednarrator，'')と呼び，この本が

彼自身の“sexualdisturbance，repression，and

distortion''によって歪曲を受けているとした．

かくして，研究者たちは作中で語られていること

以上に，そこで語られていないこと，Sharon

O'Brienの表現を借りれば，“ｗｈａｔＭｊﾉＡ"to"ja

masked，transformed，displaced，repressed，and

omitted''2)を探るようになる．いずれにせよ，

WillaCatherが`性の描写に対して抱く嫌悪感や

'性そのものへの恐怖感が，彼女が創造した語り

手JimBurdenの性格形成と，彼によるヒロイン

Antoniaの描写に決定的な影響を与えていること

は間違いない．これはHermanLeeが言うように

－面では“averysexybook''3)なのである．もっ

ともWillaCatherの性に対する態度については，

早くも1960年にJHRandallが指摘していたこ

とである．

…sheｗａｓｂｅｎｔｏｎｄｅｖａｌｕｉｎｇｓｏｍｅｏｆｔｈｅｄｅｖ‐

astatingconflictsthatoccurinlife，particu-

larlythoserelatingtosex､4）

Randallのこの指摘の正しさは認められながらも，

それに対しては次のような弁護がなされてきた．

Sexualｌｏｖｅｉｓｎｏｔｐｒｅｓｅｎｔｉｎｔｈｅｈｅｒｅａｎｄ

一．『■■■■■一

一



角田俊治

ても直接的な意味をもつ．また1918年版のIntro-

ductionにおいては，「現在」の不幸な家庭生活を

送っているJimBurdenが，夢とアイデアにあふ

れた西部の若者達の新しい事業に資金の援助をし，

彼らを世に出すことに楽しみを見出している旨の

言及がある．これについては後で検討する．

さらにはJimBurdenによるAntoniaの回想録

執筆の事情の設定にも根本的な違いがある．改訂

版では，多分職業作家であろうが性別もはっきり

しない“１，，という人物を，数ケ月前西部に向かう

列車上で偶然出会った同郷のJimBurdenが訪れ，

Antoniaの思い出を書き留めたportfolioを遠慮

がちに見せるという設定になっている．しかしな

がら1918年版においては，列車上でWillaCather

らしき人物8)とJimBurdenが，二人でそれぞれ

にAntoniaに関する記`億を書き綴ろうというこ

とになる．ところがJimBurdenが`Ｔ'のもとを

訪れると，“１，'は“afewstragglingnotes''以上

のものを書けないでいる．Ｊｉｍは小脇に抱えた

"abulgingportfolio”を幾分自|曼げに叩いてみ

せる．彼のprideと想い出の記完成の喜びに満ち

た様子は記憶しておく必要がある．不毛の結婚生

活をし，自らの生き甲斐とすべき子供もいない

｢現在」の彼にこれほどの喜びを与える結果となっ

たものは何であろうか．それはAntoniaのどの

ような資質であったのだろうか．

本論文のテーマは生命力豊かなボヘミア移民の

女性AntoniaShimerdaを理想化する語り手Jim

Burdenの性意識，性への恐れや嫌悪，性欲への

罪悪感，SusanRosowskiのいう“distortedsexu-

ality'，が如何なる形で彼の記述の中に表われ，

もしくはその裏側に隠されているのかを見ること，

そして「現在」の不幸な家庭生活を送っているは

ずの彼が，終章ＢｏｏｋＶ:Cuzak'ｓＢｏｙｓにおいて

如何にしてsalvationを得ることができ，高揚し

た気分でAntoniaと自分との運命的な繋がりを

書くに至ったかを検討することにある．

ｎｏｗ…theknowledgeofjustwhattotouchaｎｄ

ｗｈａｔｎｏｔｔｏｔｏｕｃｈｉｓｔｈｅｂｅｓｔｉｎｔｅｒestofher

destiny､5）

一方，WillaCather自身のMyA7Dto"jαに対す

る下記のような言もある．

Ｉｄｅｃｉｄｅｄｉｎｗｒｉｔｉｎｇｉｔｌｗｏｕｌｄｄｗｅｌｌｖｅｒｙ

ｌｉｇｈｔｌｙｏｎｔｈｏｓｅｔｈｍｇｓｔｈａｔａｎｏvelistwould

ordinarilyemphasize,ａｎｄｍａｋｅｕｐｍｙｓｔｏｒｙ

ｏｆｔｈｅｌｉｔｔｌｅ,every-dayhappeningsandoccur-

rencesthatformthegreatestpartof

everyone，slifeandhappiness6）

作者はAntoniaShimerdaの物語を語るのに，男

性のJimBurdenという視点を使いながら，男女

の問で当然に起こるはずの``sexuallove，'を避け

る，もしくは表面に出さない筋立てを行ったわけ

である．結果として，WJStuckyが述べるごと

く，

Fromthestandpointofordinaryhumanbe-

havior，JimBurden'smterestinAntoniais

UnCOnVinCin９７）

とする一定の説得力を持つ見方もでてくる．しか

しながら，これをWillaCatherに託されたJim

Burdenという，極端に“romanticdiSposition，，

の強い男性の語り，つまり，narrator自身の自

己実現の物語として読めば，彼の生き方と`性格の

分析からこの本の価値を汲み取る読み方が可能と

なる．

1918年版のＭｙＡ"to"ZαはWillaCather自身

の手によって1926年に“Introduction”の部分が

書き換えられ，長年後者が読まれてきた．しかし

ながら現在ではJimBurdenの心理を分析するた

めには初版のIntroductionの方がより興味深い

ことも一因となって，Nebraska大が出版した

scholarlyeditionも含め，改定前の1918年版をテ

クストとすることが多い．いずれの版においても，

｢現在」はＮｅｗＹｏｒｋに住み西部の鉄道の顧問弁

護士となっているJimBurdenと，彼の妻との結

婚生活が破綻していることが語られる．２人の間

には子供がない．とりわけこの事実は，本作品の

主題を検討する上でも，そして本論文の論点にとつ

VirginiaからNebraskaの開拓地の祖父母のも

とへやって来た孤児のJimBurdenが，Bohemia

－２－
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移民の娘Antoniaと初めて会うのは10歳の時で

あり，この時Antoniaは14才である．作者はこ

の年齢差を，しかも女性であるAntoniaを４才

年上に設定していることで，二人の間に一般的な

恋愛が成立しにくい状況を作っている．

ＢＯＯＫＩ:TheShimerdasにおいて，ＪｉｍＢｕｒ－

ｄｅｎのAntoniaへの屈折した心理が示唆されるの

は彼のガラガラ蛇退治のエピソードである．ある

日二人はprairie-dogのコロニーに行き，そこで

巨大なガラガラ蛇に出会う．Ｊｉｍは自分でも理

由が解らないままにこの蛇に対して激しい憎悪を

抱き，たまたま持っていたspadeで殺す．この

蛇の“abominablemuscularity,hisloathsome，

fluidmotion''に吐き気をもよおしながら，彼が

蛇を叩き殺す様は凄絶である．

Ｉｒａｎｕｐａｎｄｄｒｏｖｅａｔｈｉｓｈｅａｄｗｉｔｈｍｙspade，

struckhimfairlyacrosstheneck，ａｎｄｉｎａ

ｍｉｎｕｔｅｈｅｗａｓａｌｌａｂｏｕｔｍｙｆｅｅtinwavy

loopslstrucknowfromhate.…Evenafterl

hadpoundedhisuglyheadflat,hisbodykept

oncoilingandwinding，doublingandfalling

backonitself…(44)8）

無論この蛇のエピソードは単にＪｉｍの回想録

に厚みを加えているだけのものではない．“the

ancient,eldestEvil',と形容されるこのガラガラ

蛇は，Ｅｄｅｎの園に現れた蛇を示唆するもの，従っ

てinnocenceの世界からexperienceの世界へと誘

う蛇でもある．Ｊｉｍはその蛇を徹底的に退治す

る．かくしてこの冒険はＪｉｍのadolescenceの世

界へのinitiationの儀式の意味を持つ．

そしてこの蛇はＪｉｍの中に性が目覚めつつあ

ることを暗示する．ＪｉｍがAntoniaを自分の理

想の女性として偶像視していくためには，彼は自

らの中の性的な部分を検閲し否定していかねばな

らず，それを意識のレベルにまで解き放つ訳には

いかない．性を“devalue，’し，またそれに

"touch，，することを恐れ嫌悪するWillaCather

のagenｔたるＪｉｍは，Antoniaを－人のｆｅｍａｌｅ

sexとして男性の目で見ることを自らに許しては

ならないのである．ここでの蛇との戦いは，自分

がAntoniaと同等になるための戦いという以上

に，Antoniaを自分の理想の女'性として奉じてい

くための条件，自らの中の`性的な部分を押し殺す

ための戦いであった．蛇退治をしたことで，彼は

“Ｔｈｅｇｒｅａｔｌａｎｄｈａｄｎｅｖｅｒｌｏｏｋｅｄｔｏｍｅｓｏｂｉｇ

ａｎｄｆｒｅｅ.',と感じる．だがもちろん彼は“free'，

ではない．彼は自分のAntoniaに対するsexual

feelingを無意識のドメインに押きえ込まねばな

らない．そして自身がそれを意識するとしないと

に関わらず彼の“distortedsexuality''は彼の行

動にあらわれて来る．

Ｊｉｍがこの開拓地にやってきてから３年後，

Jimと祖父母はBlackHawkの町に移り，１３才

の彼は学校に行き始める．数ケ月後，Antoniaは

Jimの隣家の住み込みの料理番としてBlack

Hawkの町にやってくることになり，二人は再び

ほぼ毎日顔を合わせる．青年期の彼の中には当然

に，女`性のsexualityへの興味が生じている．そ

のＪｉｍの前に現れるのが，官能的魅力を発散す

る女性LenaLingardである．彼の心の奥ではこ

のLenaへの性的意識が強くなって来ている．

LenaはＪｉｍのAntoniaに対する“love，，の`性的

な部分をsurrogateしているのである．

ここで興味を引くのはAntoniaのＪｉｍに対す

る役割である．AntoniaはＬｅｎａの性的魅力が

Jimの将来に影響を与えるのを懸念しているので

ある．AntoniaのＪｉｍを見る目はあくまで，知

的才能を持ち世俗的成功のpotentialityを持った

弟を守ろうとする姉あるいは母親の態度である．

JimはAntoniaの意識とは無関係に，また自分

自身の無意識の領域にあるものとは無関係に，彼

女のprotectｏｒを持って任じているが，Antonia

もまたＪｉｍのprotectｏｒたらんとしているので

ある．しかも彼女のＪｉｍに対する感,情には信頼

はあっても，恋愛感'情やdesireは皆無であり，

またＬｅｎａに対する懸念も彼女への嫉妬からくる

ものではない．

Ｊｉｍがハイスクールの最終学年となる頃，町に

巡回のdancingpavilionがやって来る．その間

彼はダンスを通じて女'性たちと接触するようにな

－３－
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る．彼の潜在意識のレベルにおいては，正常な男

性ならば持つはずのsexualdesireが確実に勢力

を増しつつある．彼はあのエデンの蛇を殺したこ

とでinnocenceの世界に続けて住むことを許され

たかに見えたが，それは“amockadventure”で

あったのだ．自らを自潮的に騎士物語のdragon-

slayerに例えるＪｉｍを，SusanRosowskiは

"Jimhimselfisnottheadventurer,ｔｈｅloveror

thepoethepretendstobe'''0)と言っているが，

Jimの内部では自らが作り上げた理想像である

Antoniaを愛そうと思いながら，あるいは愛して

いると思いながら，正常な恋愛ならばそこに当然

存在するはずのsexualityを押さえ込まねばなら

ないことに起因する`性的distortionが形成され

つつある．

彼はLenaLingardに向かう自分のdesireを

Antoniaに向けようと葛藤するが，それは必然

的にAntoniaへの偶像視と矛盾する意識となる．

このパラドックスはＪｉｍがAntoniaに口づけを

しようとして拒否される場面に端的に示される．

驚くべきことに彼は衝撃を受けるどころか，逆に

ｓｏｐｒｏｕｄｏｆｈｅｒ”と言って彼女への賞賛を新た
“

にするのである．

Ｈｅｒｗａｒｍ,ｓｗｅｅｔface,ｈｅｒｋｉｎｄａｒｍｓ,ａｎｄｔｈｅ

ｔｒｕｅｈｅａｒｔｉｎｈｅｒ；ｓｈｅwas,ｏｈ,shewasstillmy

Antonia1(218）

Jimの大いなる未来を最も信じているのは

Antoniaである．彼女はＪｉｍの知的才能を開花

させるためには，彼をsexualityの世界に近づか

せてはならないと信じて疑わない．彼をその世界

から保護するために口づけを拒否したAntonia

を見て，Ｊｉｍは彼女が自分の思い描いていたとお

りの理想の女`性だったと考える．Antoniaと心の

奥で繋がっていることを悟り，彼女の保護者，理

解者そして崇拝者たらんとする彼は満足するので

ある．二人は厭わしいsexuality抜きの人間関係

を維持できるのであり，今後もAntoniaを理想

の女性として自分のshrineに奉じておくことが

できるわけである．彼は自身の価値観に照らして，

彼女の真の価値を認識している自分を誇り，他の

若者たちに対する侮蔑を露わにする．Ｊｉｍのdis-

tortedsexualityは明らかである．

Ilookedwithcontemptatthedark,ｓｉｌｅｎｔｌｉｔ－

ｔｌｅｈｏｕｓｅｓａｂｏｕｔｍｅａｓｌwalkedhome,and

thoughtthestupidyoungmenwhoｗｅｒｅａｓｌｅｅｐ

ｉｎｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍ、Iknewwheretherealwomen

were,ｔｈｏｕｇｈｌｗａｓｏｎｌｙａｂｏｙ；ａｎｄｌｗｏｕｌｄｎｏｔ

ｂｅａｆｒａｉｄｏｆｔｈｅｍ,either!(218）

ここでＪｉｍに軽蔑される若者たちはdancing

pavilionに来て，通常の性意識を持って同世代の

女性たちと恋愛をし結婚する正常な若者たちであ

る．ところが，Ｊｉｍの崇拝する“real，'な女性と

は，自分のshrineに奉ずることのできるasexual

な女性でなければならない．WillaCatherの

agentであるＪｉｍの内部には性に対する恐怖と

嫌悪があることは繰り返し述べた故にこの引用

の最後の一文は特別の意味を持つ．Ｊｉｍの信奉す

る“therealwomen'，とはsexualityを意識する

必要のない女'性なのであるから，“afraid''する

理由などないのである．

このincidentのあとに語られるＪｉｍの見る二

つの夢の描写は，彼のAntoniaに対する上記の

心的過程を裏付ける．彼がAntoniaについて見

る夢はBlackHawkの町にやってくる前の，子供

時代の二人の楽しい思い出の夢であり，′性的な含

みの無い“pleasantdreams''である．ところが

彼はLenaLingardについてのeroticな夢を幾度

も見るのである．

ＩｗａｓｉｎａｈａｒｖｅｓｔｆｉｅｌｄｆｕＵｏｆｓｈｏｃｋｓ,ａｎｄｌ

ｗａｓｌｙｉｎｇａｇａｉｎｓｔｏｎｅｏｆｔｈｅｍ､LenaLingard

cameacrossthestubblebarefoot,inashort

skirt,withacurvedreapmg-hookmherhand，

andshewasflushedlikethedawn,withakind

ofluminousrosinessallａｂｏｕｔｈｅｒＳｈｅｓａｔ

ｄｏｗｎｂｅｓｉｄｅｍｅ,ｔｕｒｎｅｄｔｏｍｅｗｉｔｈａｓｏｆｔｓｉｇｈ

ａn．ｓａｉｄ，‘Nowtheyareallgone,ａｎｄｌｃａｎｋｉｓｓ

ｙｏｕａｓｍｕｃｈａｓｌｌｉｋｅ.'（218）

この夢の中のLenaLingardは，Antoniaとの

間に性意識なしの愛を全うしようとするＪｉｍの

内部のsexualdesireが，彼の無意識の領域で

－４－



MyAntonia再考一性意識と偶像化のパラドツクスー

Ｌｅｎａヘ転化されたものである．“seniorinhigh

school,'の年齢となっているJimの潜在意識の中

のdesireがＬｅｎａへ向かい，夢の中で昇華されて

いるのである．さらにこの夢には，Ｌｅｎａが“a

curvedreaping-hook'，をもってＪｉｍの前に現れ

ることから，そしてWillaCather自身の'性に対

するｆｅａｒとantipathyが示されている．Cather

の全作品中でも最も魅力的な女`性であり，‘性的魅

力にあふれながらも，無垢，寛容，優美，家族愛，

無欲，自立心等々，Cather自身の好む美徳にあ

ふれるＬｅｎａが，Ｊｉｍの夢の中ではなんと戦`標す

べき鎌を手に持って現れるのである．この鎌は

Jimの心の奥の彼自身にも見えないところにある，

,性への恐怖感のimageryとなっているのである．

だが，これはあくまでＪｉｍの夢の中で起こるこ

とであり，彼女へのdesireは意識の表面に出て

くる前にSubconsciousのレベルで押し留められ

てしまう．

結果として次のようなことが起こる．Ｊｉｍの

Antoniaに対する心的過程を解釈する上での根拠

となりうる－文である．

Iwishedlcouldhavethisflatteringdream

aboutAntonia,butIneverdid.(218）

JimはAntoniaを愛そうとする，あるいは愛し

ていると思っている．しかしながら，WJ

Stuckyが“JimdoesnotloveAntoniaasaman

wou1..'''2)と述べているように，もともとsexual-

ityの世界に潜在的な恐怖を抱くＪｉｍには女,性を

`性愛の対象として愛することはできない．Stucky

の言葉を借りれば，ＪｉｍはAntoniaを“hero-

worship,'しているだけなのである．Antoniaを

相手とする“eroticdream”はＪｉｍには許されな

い．もっとも，その代償としてAntoniaへの

idolizationを続けることができるのであって，

いわば彼はこのＬｅｎａの夢によって守られている

のである．ここで記憶しておくべきことは，彼の

Antoniaとのsexualityなき関係はこの回想録の

終了まで続き，しかも作者は決して，それによっ

て彼の人生を不幸な結果に既めることをしていな

い事実である．

さて，BlackHawk時代のJimBurdenの“dis-

tortedsexuality，'を如実に示すincidentはＢｏｏｋ

Ⅱ：CountryGirlsの最後にもう一つ用意されて

いる．これは彼がBlackHawkの町を去る直前の

incidentであり，重要な意味を持つ．Antoniaは

ダンスに熱中した結果，雇い主夫妻の怒りを買い，

金銭の亡者で女性への執念も強い金貸しWick

Cutterの家の住み込みの女中となる．ある夜，

彼女に対するrapeの危険を感じた祖母の提案で，

JimがＣｕtterの家にあるAntoniaのベッドに寝

ることになる．果たして，旅行中のはずの

Cutterが真夜中にAntoniaが寝ていると思って

Jimを襲う．Ｊｉｍは血まみれの顔で逃げ帰り，祖

母以外の誰にも会わず自分の部屋に引きこもる．

ここでＪｉｍの見せる心理と行動は，Antoniaに

対して抱いてきたdistortedloveの顕われを示す．

なんと彼の憎悪はAntonia自身に向けられるの

だ．

Ｉｆｅｌｔｔｈａｔｌｎｅｖｅｒｗａｎｔｅｄｔｏｓｅｅｈｅｒａgain,Ｉ

ｈａｔｅｄｈｅｒａｓｍｕｃｈａｓＩｈａｔｅｄＣｕｔｔｅｒ､Shehad

letmeinforallthisdisgustingness.(242）

ここにおいて，彼のAntoniaに対するいびつな

意識は頂点に達する．この憎しみはどこからくる

のか．Antoniaへの危険を回避するために，つま

り彼女を“protect，，するために承知の上で，彼は

Cutterの家で寝たのである．自分は襲われたが，

代わりに奉ずるものを救った．自分のadoration

の対象たるAntoniaのための自己犠牲はむしろ

彼にとって誇りとなってもよいはずである．実際，

祖母はAntoniaがｒａｐｅされなかったことを

"howthankful，，と言い続けている．だが，Ｊｉｍ

は到底そのような気にはなれない．彼の怒りと憎

しみは，受けた傷の痛みからくるわけではもちろ

んない．それは何よりもまずAntoniaが男性の

赤裸々な`性欲の対象となったこと，彼女がsexu-

alityを持つ女性であることをＪｉｍが見せつけら

れたことに他ならない．彼にはAntoniaが男`性

という`性から見た“女`性',であることが許せない

のである．Ｂｏｏｋｌで彼はあの巨大な蛇を自らの

力で退治し，自分のinnocenceの世界とAntonia

－５－
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という偶像を守ろうとした．だが今や，彼女が

"性'，を持った人間である現実を見せつけられた

ことで，彼は自分のshrineが崩壊しつつあるの

を感じたのである．

かくしてＪｉｍのadolescenceは終わる．彼はき

わめて独善的なdisillusionmentにうちのめされ

たままBlackHawkの町を去り，州都Lincolnの

大学に入る．彼のLincolnでの学生生活と，その

町に遅れてやって来たＬｅｎａとの交流を描く

Booklll：LenaLingardにおいては，二人の会話

の中を除いてAntoniaは全く登場しない．大学

で彼はGastonClericという優秀な若い学者の下

で“theworldofideas，，のすばらしさを知る．

Jimは成人であり，この時期は彼の人生にとって

ClericとＬｅｎａのそれぞれに代表されるscholarly

worldとphysicalworldとの両方を体験し，そ

の板ばさみになっている時期である．前に見たよ

うに，Ｊｉｍの世俗的成功へと至る将来がLena

Lingardとの交際，つまりsexualloveの世界へ

の傾倒によって損なわれるのは，Antoniaが懸

念していた事態であり，それが現実となりそうに

なる．結局彼はClericの忠告を受け入れ，Ｌｅｎａ

のもとを去る決心をする．１９才の彼はNebraska

を去り，Harvardに赴く．

２年後，ＪｉｍはLawSchoolに入る前の夏帰郷

する．ＢｏｏｋｌＶ:ThePioneerWoman'ｓStoryは

その大部分が，彼がWidowSteavensという女性

から，AntoniaとLarryDonovanとの恋愛の顛

末を聞くという形式をとっており，Donovanと

結婚するつもりでDenverに赴いた彼女が捨てら

れて故郷に戻り私生児を生む経過と，その話を聞

いた後，ＪｉｍがAntoniaを訪問する経緯が語ら

れる．打ちひしがれているはずのAntoniaの中

にＪｉｍは今まで全く知らなかった“anewkind

ofstrength''を発見して驚く．WidowSteavens

の言葉の中にあるごとく，Antoniaの“anatu-

ralbornmother”としての資質が顕われ始めて

いるが，それが完全に開花した姿をＪｉｍと読者

が見るのは最後の章ＢｏｏｋＶ:Cuzak，ｓＢｏｙｓまで

待たねばならない．そして，Antoniaのこの母

性こそが，彼女と`性的関係を持たず結婚するわけ

でもないのに“Ｙｏｕｒｅａｌｌｙａｒｅａｐａｒｔｏｆｍｅ．
，，

(312）と告白するJimBurdenという男性にsal-

vationを与え，しかも「現在」の彼に大きな喜び

と楽しみの源泉となるものを生み出すという構図

になっているのである．

WidowSteavensの話を聞いた後，Ｊｉｍが

Antoniaに会って語る次の言葉は，本作全体の中

でも最も首をかしげたくなるもので，批評家から

様々に批判されてきた箇所である．

"I'ｄｈａｖｅｌｉｋｅｄｔｏｈａｖｅｙｏｕｆｏｒａｓｗｅｅｔｈｅart,ｏｒ

ａｗｉｆｅ,ormymotherormysister-anything

tｈａｔａｗｏｍａｎｃａｎｂｅｔｏａｍａｎ''(312）

ＷＪ・Stuckyが，“thereislittleinthenovelto

supportthis'''2)というように，この唐突な言に

読者は戸惑う．Ｊｉｍが作中でAntoniaをsweet-

heartやWifeにしようとしたことなど一度もな

い．AntoniaとDonovanとの絡みを記述する彼

の文体に嫉妬も怒りもないし，WidowSteavens

からAntoniaの不幸な経緯を聞く彼に衝撃を受

けた様子もない．“sweetheart,Wife,mother,sis-

ter，，を同列に並べてしまう彼の心情も理解しが

たい．“ｍｙsister，，や“ｍｙmother''的な間柄は

開拓地とBlackHawkの町ですでに経験している．

Antoniaの自分に対する“kid'，の様な取り扱いに

不満な態度を見せながらも，実は内心ではrela-

tionshipwithoutsexの関係に満足しているＪｉｍ

の様子はすでに見た通りである．また，真の意味

での“sweetheart''としての関係は，彼自らが避

けてきたことである．しかも“sweetheart''であ

ろうと“Wife''であろうと，成人した21才のＪｉｍ

と24才のAntoniaの間では，今からでも作れる

関係である．ここでCatherの意図しているもの

が，単なる性を媒介とする関係を超越した，人間

の魂と魂の根源的な結びつきであると解釈するの

は容易であるが，いずれにせよ，この時点でわず

か21歳のＪｉｍが，それまでの二人の問を振り返っ

て，遠い過去の思い出話にしてしまっているのは

不思議である．

Iwishedlcouldbealittleboyagain,ａｎｄｔｈａｔ
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mywaycouldendhere.(313）

わずか21才の彼にこのような子供時代への回帰

願望があるのも奇妙である．だが，このＢｏｏｋｌＶ

のＪｉｍの大げさに見えるせりふも，終章Ｂｏｏｋ

Ｖ:ＣｕｚａｋｓＢｏｙｓでのＪｉｍとAntoniaの20年ぶ

りの再開と関連づけると大きな意味を持つ．

"batteredwoman''と形容されながらAntoniaは

Jimに対して，“sweetheart,Wife,mother,sis-

ter''のいずれでもないのに，彼の今後の人生に

"fullofpleasantthings”の未来を与える存在に

なるのだ．それは何であろうか．

人生に対するardorとvitalityを見出す．そし

てその源泉となっているものが彼女のfecundity

である．本論で最も強調したいことは，彼女の

"arichmineoflife”としての資質が結果として

JimBurden自身の今後の人生を決定する図式と

なっていることである．場面は“Introduction'，

の数ケ月前に戻っている．４０歳台のJimBurden

に子供がいない事実を読者はここで思い出さねば

ならない．Antoniaに作者が言わせる次のせりふ

は示唆的である．子供のいないことをＪｉｍに告

げられた彼女は言う．

“○h,ａin,ｔｔｈａｔｔｏｏｂａｄ１Ｍａｙｂｅｙｏｕｃｏｕｌｄ

ｔａｋｅｏｎｅｏｆｍｙｂａｄｏｎｅｓ,ｎｏｗ?'，(325）

このAntoniaのジョークの中に，彼女がＪｉｍ

に対して果たす本質的な意味合いが示されている．

子供たちはもちろん彼女と現在の夫Anton

Cuzakとの間の子供であり，しかもその半分は娘

たちである．にもかかわらず，この章のタイトル

を`Cuzak'ｓBoys''と名づけた作者の意図はどこ

にあるのだろうか．実はこの少年たちこそ，Ｊｉｍ

自身の今後の人生に大きな喜びと期待を与える存

在となっているのである．この子供たちのwell-

manneredでたくましい姿をJimは大いに強調す

る．男の子たちの一部とは納屋の“haymow”の

中で一緒に寝る．彼はmilkingpailsを持って牛

舎に向かう年長の少年たちの間を歩きながら思う．

Ifeltlikeaboyintheircompany,andallman-

nerofforgotteninterestsrevivedinme.(334）

JimBurdenの過去への回帰願望が満たされる場

面の一つである．MyAntoniaが過去への憧’撮に

彩られた作品であることは間違いない．だが，読

者は終章でのＪｉｍのAntoniaの家族との交流，

なかんずくAntoniaの“boys，'との交流の始まり

にもっと積極的な意味を見つけるべきである．

Ｊｉｍが年長の少年たちに語る思い出話や，“If

youweren'ｔｎｉｃｅｔｏｈｅｒ,Ithinkrdtakeaclub

andgoforthewholelotofyou.''(335)などの言

葉は，本来ならば父親のせりふである．彼が訪れ

る日，実の父親であるAntonCuzakを不在にし

ているのは，無論，作者の意図的な状況設定であ

終章で，場面は20年後に飛び，“Introduction'，

で語られるＪｉｍとWillaCatherらしき人物が出

会う日の数ケ月前に戻ってくる．Ｊｉｍは逵巡の

あげ〈にAntoniaを訪問する．

１．ｉｄｎｏｔｗａｎｔｔｏｆｉｎｄｈｅｒａｇｅｄａｎｄｂｒｏｋｅ、；I

reallydreadedit(318）

Jimが，そして読者が20年ぶりに出会うAntonia

は，１１人の子供の上に君臨する母親となっている．

終章のAntoniaの中に，一般の男,性が女性に求

める女としての魅力はない．それどころか，作者

の描写はむしろ，Antoniaのasexualityを強調

している．彼女は“stalwart,brownwoman，

flat-chestet,hercurlybrownhairalittlegriz-

zled”であり，歯も多くが欠けている．読者が

disillusionmentを味わうほどの形容である．と

ころがＪｉｍは違う．sexualityやfemalecharm

と全く無縁となったAntoniaの中に，彼が以前

から認めていたあの“thefireoflife'，を再び発

見する．

Ihadnotbeenmistaken・Ｓｈｅｗａｓａｂａｔｔｅｒｅｄ

ｗｏｍａｎｎｏｗ,notalovelygirl；butshestill

hadthatsomethingwhichfirestheimagina-

tion,couldstillstopone'ｓｂｒｅａｔｈｆｏｒａｍｏ－

ｍｅｎｔｂｙａｌｏｏｋｏｒｇｅsture…Ａｌｌｔｈｅｓｔｒｏｎｇ

ｔｈｉｎｇｓｏｆｈｅｒｈｅａｒｔｃａｍｅｏｕｔｉｎｈｅｒｂｏｄｙ…

（353）

ＪｉｍにはAntoniaの肉体的魅力は必要ない．

彼はこの“batteredwoman'，の中に，昔と同じ

－７－
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る．Ｊｉｍはここでは，父親のsurrogateになって

いるのである．実はこれこそCatherの意図した

ものに他ならない．Cuzak'ｓｂｏｙｓは，家庭生活

の喜びを知らない「現在」のJimBurdenが

Antoniaから受け取る最大の喜びなのである．

当時の開拓移民の親たちにとって最大の関心は

次の世代を生きる自分の子供たちに“better

chance，，を与えること，彼らをより大きな世界に

出すことであった．Antoniaの家族は家族愛と

調和にあふれた家族として幾分美化されて描写さ

れているが，彼らは決して物質的に豊かな生活を

享受しているわけではない．ＪｉｍがAntoniaの

家庭を訪問するのを長年祷跨してきたのも，彼ら

が“poor''だと聞いていたことが一因であった．

Antoniaがbuttermakerとして成功した女友達

のことにふれ，“Herchildrenwillhaveagrand

chance''というせりふがあるが，読者にとって興

味深いことに，ここで彼女は自分自身の子供たち

の“chance''については言及しない．翌日帰宅す

るAntonCuzakも好人物であるが，子供たちに

grandchance''を与えられるほどの富を築くタ
。。

イブの人間では全くない．

一見きりげない次の一文も象徴的である．

Ｈｅ(Anton）lookedalittledisappointedwhen

hｉｓｗｉｆｅｓｈｏｗｅｄｈｉｍａｂｉｇｂｏｘｏｆｃａｎｄｙｌhad

gotinDenver….Ｈｅｐｕｔｈｉｓｃａｎｄｙａｗａｙｉｎｔｈｅ

ｃｕｐｂｏａｒｄ.(347）

Cuzak家の子供たちにbigcandyboxを送ること

ができるのはAntonではなくＪｉｍの方なのであ

る．Nebraskaの大地の果ての夕闇の中で牛の乳

絞りをする少年たちを見て，Ｊｉｍの中に少年たち

に対するcompassionが生まれる．

Ｉｂｅｇａｎｔｏｆｅｅｌｔｈｅｌｏｎｅｌｉｎｅｓｓｏｆｔｈｅfarm-boy

atevening,whenthechoresseemeverlastingly

thesame,andtheworldsofaraway.(336）

すでにこの時彼は，“theworldsofaraway'，に

住むこの少年たちを世に送りだすことが，自分の

使命であり喜びであることを認識しつつあるに違

いない．それによってこそ家庭生活においては決

して幸福とは言えない彼の人生に，情熱を向ける

に足るものが存在することになる．AntonCuzak

ではなくて彼こそ“Cuzak'ｓboys”に“better

chance”を，あるいはbutter-makerの息子たち

のような“grandchance'，を与えることができる

人物なのである．ＢｏｏｋＶが“Cuzak'ｓBoys，，と

名付けられているのはこの事`情からなのである．

彼は少年たちと別れづらくなっている自分に気

づく．彼の意図が明らかになるのは，別れ際での

少年たちとの会話である．

“Don'tforgetthatyouandRudolpharegoiｎｇ

ｈｕｎｔｉｎｇｗｉｔｈｍｅｕｐｏｎｔｈｅＮｉｏｂｒａｒａｎｅｘｔ

ｓｕｍｍｅｒ.''(357）

彼のhuntingへの招待は少年たちにとって夢のよ

うな申し出である．ここで，もう一度“Introduc‐

tion”を思い出さなければならない．結婚生活は

不幸であるが，“abigWesternDream”を今な

お信じている「現在の」JimBurdenが，新しい

事業に挑もうとする夢にあふれた西部の若者たち

に助言や財政的援助を行うことに情熱を傾けてい

ることを，読者はすでに知っている．そのような

若者たちをまずhuntingに誘うのが彼の流儀であ

ることも“Introduction''から明らかである．Jim

BurdenはそれをAntoniaの息子たちに対して行

おうとしているのである．彼は今やこの息子たち

の父親である．“ｐａｒｔｏｆｍｅ'，と彼自らが表現す

るAntoniaとの間に性関係なしに子供を持つこ

とができたのである．もちろんこの少年たちは

surrogateである．だが彼らは壮年期に達してい

るＪｉｍの未来に新たな情熱と生き甲斐をもたら

すことになるのである．かってGranvilleHicks

らが批判したように，この小説が，単に過去への

nostalgiaから書かれた，古きよき過去を懐かし

むだけのescapism的回想録とは趣を異にするも

のであることはこの理由からである．若者たちを

huntingに招待したＪｉｍの心の中にはすでに次の

計画が決まっている．

…mymindwasfullofpleasantthings；tripｓＩ

ｍｅａｎｔｔｏｔａｋｅｗｉｔｈｔｈｅＣｕｚａｋｂｏｙｓ.…There

wereenoughCuzakstoplaywithforalong

whileyet.(358）

－８－
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かくして彼の今後の人生に，光明が見え始めるの

である．

最後に付加しておくべきはAntoniaの夫，

AntonCuzakの役割である．WillaCather自身

が結婚という男女関係に疑念を持っていたのは間

違いのないことであるが，その事実が顔をのぞか

せているのだ．彼はもともと“lightedstreets'，

の好きな“city-bred”であり，現在でもそうだと

言う．その彼をAntoniaは“oneoftheloneliest

countriesintheworld',たるNebraskaの開拓地

に引き留めたのである．以下のＪｉｍの感想は当

然に作者自身の結婚観を反映している．

ＩｔｄｉｄｒａｔｈｅｒｓｅｅｍｔｏｍｅｔｈａｔＣｕｚａｋｈａdbeen

madetheinstrumentofAntonia，sspecialmis-

sionThiswasafinelife,certainly,ｂｕｔｉｔ

ｗａｓｎ'ｔｔｈｅｋｉｎｄｏｆｌｉｆｅｈｅｈａｄｗａｎｔｅｄｔｏｌｉｖe

Iwanderedwhetherthelifethatwasrightfor

onewaseverrightfortwo!(355）

Antonの資質はその“arichmineoflife,likethe

foundersofearlyraces，'としての役割にあった．

次の一文は本作品の中でも最も有名なimagery

の一つとなっているところの，Antoniaと子供た

ちが一体となって写真を見ている場面の描写であ

る．

InthegroupaboutAntonialwasconsciousof

akindofphysicalharmony.(338）

ところがこの中には，夫のAntonはいない．要

するに，“theinstrumentofAntonia'sspecial

mission”としてのAntonの役割は，Antoniaを

母親にすること，Antoniaに子供を与えることで

ある．JimBurdenには決してできなかったこの

役割を担ったのがAntonであり，そして彼によっ

て作られたAntoniaの子供たちは，Ｊｉｍのsur-

rogatechildrenとしての役を果たすことになる．

いまやＪｉｍとAntonCuzakはAntoniaを共有し

ている．この二人の問にはそれが可能なのである．

同じ女`性を自分の妻として愛する男と，自分の偶

像として奉ずる男の間に友情が生まれる．次の

Jimの言はそのことをＪｉｍが認識している結果

である．

Ｅｖｅｎａｆｔｅｒｔｈｅｂｏｙｓｇｒｅｗｕｐ,therewouldal-

waysbeCuzakhimseｌｆ１Ｉｍｅａｎｔｔｏｔｒａｍｐ

ａｌｏｎｇａｆｅｗｍｉｌｅsoflightedstreetswith

Cuzak.(358）

』性を媒介とした男女関係を忌避するJimBurden

にとって，これから続くAntoniaとの関係，

"batteredwoman，'でありながらも，昔ながらの

vitalityや情熱を失っていないasexualな

Antoniaとの付き合いは彼にとって，安全で恐れ

る必要がない．しかも彼の“idealization，'が今後

裏切られる危倶もないのである．

かくして，作者のagentであるJimBurdenは，

作者から使命を受けたrelationshipwithout

sexualityを，Antoniaとの間に全うする結果と

なり，しかも今後の人生への大きなexpectation

を与えてくれる子供たちを持つことができ，彼ら

が成長した後には，人生をshareできるAnton

Cuzakという友人まで手に入れたのである．“In-

troduction''におけるportfolioを小脇に抱えて

叩いて見せた時の彼の幸福は，読者にも納得でき

るのである．ＪｉｍのAntoniaに対する言，“I'ｄ

ｈａｖｅｌｉｋｅｄｔｏｈａｖｅｙｏｕｆｏｒ…ａｎｙｔｈｉｎｇｔｈａｔａ

ｗｏｍａｎｃａｎｂｅｔｏａｍａｎ”はこのようにして実現

されたわけである．
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